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首里城復興ユネスコ募金へ
ご協力のお願い
2019年10月31日、沖縄の歴史と文化の象徴である「首里城」が焼失した

ことは、日本中に大きな衝撃と喪失感をもたらしました。日本ユネスコ協会

連盟では、首里城の一日も早い復興を願い、翌日から「首里城復興ユネスコ

募金」の受付を開始しました。皆さまからお寄せいただいた募金は、開始か

ら約２ヵ月で1856万2708円に達しております。募金を寄せてくださった方、

周囲に協力を呼びかけてくださった方など、全国の皆さまが団結して協力の

手を差しのべてくださいましたこと、心より御礼申し上げます。首里城の復

興に向けて、支援の輪を広げていくため、引き続き皆さまのご協力をお願い

いたします。

2020年書きそんじハガキ・キャンペーン
新年ご挨拶　佐藤　美樹
TOPICS
●寺子屋スタッフ、学習者の来日レポート
●ブロック・ユネスコ活動研究会報告
ユネスコ活動の広場
活動報告
●ユネスコ協会就学支援奨学金
●MUFG・ユネスコ協会 東日本大震災復興育英基金
●アクサ ユネスコ協会 減災教育プログラム
●サイエンス・スクール
●ユネスコスクール全国大会／ESD研究大会
●未来遺産運動
●世界遺産活動
●世界寺子屋運動
●韓国ユネスコ協会連盟全国大会
●理事会・評議員会報告
●新規加入維持会員のご紹介
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首里城
首里城は、「首里城跡」として、世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の構成資産のひとつとして登録されている



書きそんじハガキ回収による支援金づくりというアイデア
は、岐阜県ユネスコ協会で着想されました。そして1990年
からは名古屋国際センターが世界寺子屋運動にこのシステム
を導入し、ボランティアの協力で大きく広がっていきました。
1990年当時はどこの団体も同様の活動はしておらず、斬新
な発想でした。全国から20万枚を超えるハガキが集まり、こ
れが今日の「書きそんじハガキ・キャンペーン」につながっ
ています。前回のキャンペーンでは、166のユネスコ協会・
クラブをはじめ、企業や団体、ユネスコスクール、個人など多
くの方々にご協力をいただきました。
近年、年賀状を送る人が減っており、年賀はがきの販売枚数
は2004年の約44億5900万円から2018年には24億枚ま
で、およそ45％も減少しています。若年層がSNSを利用する
ため年賀状を出さないだけでなく、これまで継続的に出してい
た人が年賀状を「卒業」するケースも増えているようです。
前回は4200万円分集まった!
そのようななか、前回のキャンペーンでは4200万円分の
書きそんじハガキ（47円計算で約89.3万枚相当）が日本全
国から集まりました。皆さまのご支援に感謝申し上げます。

送られたハガキには「少しですが役立ててください」「子ど
もたちの教育に使ってほしい」というコメントが添えられて
いることもあり、皆さまの思いを現地に届けられるよう活動
を続けています。
書きそんじハガキによるご支援は、世界寺子屋運動を支え
る大きな力となっており、2019年度にはアフガニスタン、カ
ンボジア、ネパールおよびミャンマーの4ヵ国で6000人以
上の子どもや大人が、寺子屋で学びの機会を得ることができ
ました。

2020年 書きそんじハガキ・キャンペーン

書き間違いや使わなかったなどの理由で投函
されなかった未使用のハガキや切手、商品券や
プリペイドカードなどの金券を回収し、現金に
換金して「世界寺子屋運動」の活動に活用して
います。ハガキなどは通年受け付けています
が、年賀状をはじめ、新年度で書きそんじハガ
キが出やすい12月～翌年5月をキャンペーン
期間として、重点的に募っています。

ハガキやプリペイドカードが支援につながるまで

ハガキ11枚でひとりがひと月学校に

書きそんじハガキ・
キャンペーンとは？

厳重な管理のもと、会員のボランティアに仕分け作業をしていた
だいている

集計して換金

「書きそんじハガキ」で世界の教育を支援

未使用ハガキ・
切手などを集めて送る切手などを集めて送る
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CSR活動の一環でご協力 株式会社電通
本キャンペーンのキャラクター「タンス遺産三兄弟」は、株式会
社電通の社会貢献活動によって誕生しました。同社
にはこのほか、さまざまな媒体での広報活動にも
ご協力いただいています。今年も新しいキャンペー
ン動画が完成しました。You tube［書き
そんじ 2020］で検索を!

寺子屋は年齢、宗教、性別にかかわらず、すべての人
が公平に学べる場です。主に非識字者や貧困層の人た
ちが多いアジアで展開しています。識字教育や職業訓
練など、各国の
ニーズに合わせ
てプログラムを
組み、教育を通
じた貧困削減と
持続発展への貢
献モデルとなっ
ています。

2020年 書きそんじハガキ・キャンペーン

仙台ユネスコ協会（宮城県）
会員の方がUnicefとUNESCOの違いを明確にするため、成人
女性に焦点を当てたオリ
ジナルのチラシ（写真）
を作成。世界寺子屋運動
が支援している大人の女
性たちの写真や説明、書
きそんじハガキの流れが
詳しく書かれています。

キャンペーン2019の第1位　鹿児島ユネスコ協会
事務局のある県庁を通じて、鹿児島県内の公立・私立の小学校か
ら大学、専門学校900校以
上に、書きそんじハガキ・キャ
ンペーンのグッズを送付し
ています。また、県の広報を
活用して、テレビ、新聞、ラ
ジオに出演するなど広範囲
に回収を呼び掛けています。

学校や企業などグループで活動
する際に便利な、ハガキ回収ボックスや
ポスターなどのグッズをご用意しています。ご希望の方
は、お気軽にご連絡ください！

引き続き、皆さまのご参加、ご協力をお願いいたします！
〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-3-1　朝日生命恵比寿ビル12階
公益社団法人　日本ユネスコ協会連盟　書きそんじハガキ係
TEL 03-5424-1121　Email：jigyo@unesco.or.jp

長浜ユネスコ協会（滋賀県）
市内の幼稚園や保育園、小中高校、図書館、行政、企業など
135ヵ所もの場所に回収
BOXを設置し、書きそんじ
ハガキ回収を呼びかけまし
た。また、市の広報誌やホー
ムページのほか、市役所に
数ヵ所設置の電光掲示板（写
真）でも広報を行いました。

こんな取り組みをしています！

世界寺子屋運動とは？

送付・お問い合わせ先

ユネスコ世界寺子屋運動

www.unesco.or.jp

タンス遺産3兄弟キャラクター ©DENTSU INC.書きそんじハガキ、未使用切手、プリペイドカードで

アジアの子どもたちの教育支援に！ ＊SDGs Goal4に 貢献する活動です

ポスター _B-1

❹ 切手に変える
職員が郵便局へ持参し、切手に
交換します。

11枚の書きそんじハガキで
ひとりがひと月学べる機会を

書きそんじハガキなどが寄付になるしくみ

ハガキ以外に、「未使用切手」「未使用のプリペイドカード類（図書カード、

Quoカードなど）」、「図書券」、「収入印紙」、「各種金券（おこめ券、株主優待券、

旅行券、その他金券）」も受け付けています。

❶ 集める
書き間違えたハガキや、未使用
のハガキを同類のものでまとめ
てください。

❷ 送る
普通郵便や小包にて、お近くの
ユネスコ協会か日本ユネスコ
協会連盟にお送りください。

❸ 仕分け
ボランティアさんが、ハガキの
金額ごとに枚数を数え、仕分け
します。

❻ 支援へ
世界寺子屋運動への募金として
活用されます。

❺ 現金化
ご協力いただいている企業にご購入いただく
などして、現金化します。

グッズもご用意しています！
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　明けましておめでとうございます。

　昨年は、「世界寺子屋運動」を開始して30周年という記念の
年でした。この活動では、途上国での教育機会の提供や生活
向上のためのさまざまなプログラムを実施し、この30年間に
44ヵ国1地域、131万人を超える人びとに対して学びの機会
を提供してきました。かつての寺子屋学習者が、いまでは地元
の中学校の校長を務めるなど、長年続けてきたからこその成
果もあり、長きにわたりご支援いただいている皆さまに心よ
り感謝申し上げます。

　しかしながら、世界には文字の読み書きや計算ができない
非識字者がいまだに7億5000万人存在し、また、6～14歳ま
での子どもたちのなかで学校に行けない状態にある子どもは、
少なくとも1億2400万人いると推定されます。このような教
育の問題以外にも、貧困、差別、紛争の拡大、地球温暖化など、
さまざまな課題に直面しています。こうした世界的な課題を
解決するための大きな目標が、国連の掲げる「持続可能な開発

目標（SDGs）」です。
　本年、東京で開催され
るオリンピック・パラリ
ンピックも、SDGsを踏ま
え、環境や人権に配慮した運営が進められています。持続可能
な世界に向けた取り組みは、今後ますます求められてくるで
しょう。

　SDGsの達成目標年まであと10年となりました。草の根の
立場からユネスコ運動を推進する私たちだからこそ、できる
活動は何か、課題解決にはどういうアクションが必要なのか
を、ひとりでも多くの方とともに考え、行動していくことが、
持続可能な世界を実現する一歩になります。SDGsの担い手
として、「Peace for Tomorrow 広げよう平和の心」をビジョ
ンに、「誰一人取り残さない」社会づくりを力強く推進してい
きましょう。

　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

「誰一人取り残さない」社会の
実現に向けて
公益社団法人　日本ユネスコ協会連盟 会長　佐藤　美

よし

樹
き

新年ご挨拶

2019年は、カンボジア寺子屋訪問をはじめ、日本ユネスコ運動全国大会、四国ブロックおよび関東ブロックのユネスコ
活動研究会などに参加しました。

○ カンボジア寺子屋を訪問しました
8月21日から5日間、チョンクニア

村、トレイニョル村、タヤック村の3ヵ
所の寺子屋を訪問しました。夜間識字ク
ラス、復学支援クラスなど、子どもから
大人まで真摯に学ぶ姿を見てきました。
また、カンボジア教育・青年・スポーツ
省副大臣などにもお会いし、現地の関係
者から私たちの寺子屋プロジェクトが
非常に高く評価されていることを実感
しました。

タヤック寺子屋の復学支援クラスの子ども
たちは学習意欲が高く、活気にあふれていた

カンボジア教育・青年・スポーツ省 Nos 
Sles副大臣（右から4人目）を訪問

2019年 ユネスコ活動の現場訪問
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T O P I C S

寺子屋スタッフ、学習者の来日レポート
from

from

from

from

アフガニスタン

ミャンマー

ネパール

カンボジア

中国地方を歴訪し交流を深めた

初めての来日で、積極的な若者にも感動!

ネパールの寺子屋から、日本の公民館へ

九州と北海道へ感謝と熱いメッセージ

来日期間：9/5（木）～9/13（金）
訪　問　先：米子ユネス協会、山陰信販㈱、鳥取ユネスコ協会、鳥取県庁、鳥取市内の小中学校、

津山ユネスコ協会、岡山県美作高等学校、津山市役所、姫路ユネスコ協会

来日期間：9/26（木）～10/4（金）
訪　問　先：四国ブロック・ユネスコ活動研究会、成田ユネスコ協会、印旛地区ユネスコ協会連盟、

鎌倉ユネスコ協会、新居浜ユネスコ協会、松山ユネスコ協会、ミンガラバー・ユネ
スコクラブ、青野海運、愛媛新聞社（本社・東予支社）、愛媛CATV、松山市立新玉
小学校、松山市立高浜中学校、愛媛県立新居浜南高等学校

来日時期：9/5（木）～9/11（水）
訪　問　先：朝日生命保険相互会社、真如苑、紀伊國屋書店、緑が丘文化会館（目黒区）

来日期間：9/5（木）～9/13（金）
訪　問　先：鹿児島ユネスコ協会、大分県ユネスコ協会連盟、鹿児島県庁・市役所、大分県庁、

鹿児島市立皇徳寺小学校、大分県立臼杵高等学校、大分県合同新聞社
来日期間：10/28（月）～11/4（月）
訪　問　先：北海道ブロック・ユネスコ活動研究会、札幌ユネスコ協会、室蘭ユネスコ協会、

室蘭市役所、海星学院高等学校、北海道大谷室蘭高等学校、登別明日中等教育学
校、（株）アークス他協力企業

　アフガニスタン事務所のヤマ所長と元寺子屋学習者のハニーフさんは、全国大会終了翌日
から中国地方の支援先を訪問した。鳥取県米子市では、長年ポイント寄付をいただいている
山陰信販（株）を初めて訪問。鳥取市では岩谷小学校、青谷中学校で講演を行い、岡山県津山
市では美作高校で講演。兵庫県姫路市ではユネスコ協会会員と交流したほか、世界遺産の姫
路城を見学した。現在、中学校校長のハニーフさんは、日本の多くの方がアフガニスタンを
支援していることや学校施設の立派さに驚いたようすだった。� （事業部：鴨志田　智也）

　ミャンマー識字リソースセンターのミャットナインさん、リンミントさんが2017年の活
動開始以来、初めて来日した。各地ユネスコ協会の好意により、協力企業や学校を多数訪問し、
現地の課題や活動内容を報告した。愛媛県新居浜市では、新居浜南高ユネスコ部員から別子
銅山の説明を英語で受け、ミャンマーの銅山の現状と別子銅山の歴史への感想を伝えた。各
地で寺院の見学や日本文化体験もでき、「どの町も素晴らしい。人が親切で、若者が積極的な
ことにも感激した。とても貴重で充実した滞在だった」と語った。� （事業部：宍戸　亮子）

　ネパールの寺子屋運営委員で元学習者のタラマティ・ハリジャンさんと、現地パートナー
であるNRC-NFEのシラ・バジュチャリア職員は、協力企業を訪問し、感謝の気持ちを伝え
るとともに、現地寺子屋のようすを報告した。また、生涯学習の場としての寺子屋を充実さ
せるべく、公民館の緑が丘文化会館に足を運んだ。文化会館では、多種多様な社会教育講座
が開催されており、併設の図書館、児童館や学童保育クラブを視察した。2人は、「日本の公
民館は活動の幅がとても広く、勉強になった。ネパールの寺子屋でも参考にしたい」と語った。
� （事業部：香渡　里沙）

　カンボジアからはこの秋、2度にわたって関係者が来日した。9月はカンボジア事務所の
ノン・ブッタ所長、フゥオト・ヴィチニー職員、寺子屋卒業生のアン・サムナンさんの3名、
10月にクラン・バンタイ職員。サムナンさんは鹿児島の小学校で「皆さんには素晴らしい学
校施設があり、教育を支えてくれる先生や保護者の方がいる。教育は未来を開く。勉強を頑
張ってほしい」と訴え、バンタイ職員はブロック・ユネスコ活動研究会で「平和を希求する
ユネスコ精神あっての世界寺子屋運動」であることと「その精神を次世代にも継承してほし
い」と、希望のメッセージを伝えた。� （事業部：宍戸　亮子）

美作高校から募金を受け取るヤマ所長（左から
2人目）とハニーフさん

新居浜南高等学校ユネスコ部と。中央右が
ミャットナインさん、左がリンミントさん

公民館の中にある学童保育を見学

九州を訪問したサムナンさん（大分にて）

北海道ブロック研究会の参加者とバンタイ職員
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T O P I C S

■ 北海道ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 東北ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 関東ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 中部東ブロック・ユネスコ活動研究会

テーマ：築こう持続可能な社会、広げよう平和の心
10月19日（土）・20日（日）　岩手県遠野市
主管：遠野ユネスコ協会　参加人数：約270名

［主なプログラム］
・特別講演
「幸せの近道―日本で暮らして思うこと―」� バイマーヤンジン氏
・記念講演「遠野物語と地域文化の継承」黒田�篤史氏
・プロジェクト未来遺産活動紹介
・実践発表：「岩手におけるESDの取り組み」
遠野緑峰高等学校・草花研究班など

「遠野物語」の郷で、文
化継承を通じSDGsを
目指した地域づくり
　被災地域の景観を子ど
もとともにいかに復興し
保っていくか、民話息づ
く豊かな農村をどう育て
るか、熱い議論に沸いた
2日間。地元産ホップの

テーマ：Peace for Tomorrow（ひろげよう平和の心）
平和な社会を目指し、共に学び・共に語ろう

10月5日（土）・6日（日）　埼玉県蓮田市
主管：蓮田・白岡地方ユネスコ協会　参加人数：421名

［主なプログラム］
・パネルディスカッション

「地球規模における環境変化―南極からの警鐘」
・分科会
世界寺子屋運動、ユネスコスクール、ユネスコ活動活性化・
会員増、世界遺産・未来遺産
・青少年ユネスコワークショップ
・日本ユネスコ協会連盟セミナーなど

参加型ブロック別研究会
　さまざまな場面で、参加者も発言できる時間が設けられてい
た。とくにパネルディスカッションは大変好評で、質疑応答の
時間が足りなくなるほど多くの質問が出た。また、参加者から
は、「専門家による貴重
な話によって、環境悪化
が深刻であることがわか
り、この問題の解決に向
けてできることを考え
ていきたい」との感想が
あった。
� （事業部：井上　葵）

テーマ：「Bright Tomorrow」
〜語ろう！魅力ある民間ユネスコの明日を〜
11月9日（土）・10日（日）　静岡県磐田市
主管：磐田ユネスコ協会　参加人数：約140名

［主なプログラム］
・基調講演「未来へのユネスコ活動�－原点は自然環境ー」

今村�信大氏
・事例発表：磐田ユネスコ協会青年部
・分科会
豊かな自然や地域遺産を次世代へつなぐ、他を思いやる心を
育む、活動を未来につなぐ、ユネスコの理念の認識を深める
（青年部）

子どもを通して、地域社会を通して、次世代につなぐ
　SGDsに向かっていろいろな活動が地域地域で行われている
のは、地球をこのままで大丈夫という状態に持っていくためで
ある。将来その試みを担
うのは若い人びとであ
り、民間のユネスコの立
場から「つないでいく」
ための話し合いが大きな
柱となった。
� （事業部：関口　広隆）

テーマ：学ぼう！築こう！平和のこころ
〜子どもたちの未来に向かって〜

11月2日（土）・3日（日）　北海道札幌市
主管：札幌ユネスコ協会　参加人数：約200名

［主なプログラム］
・基調講演「君の椅子プロジェクト」
・SDGsに関する啓発映像コンテスト入賞校発表：

札幌藻岩高等学校、札幌新陽高等学校
・札幌ユネスコ協会の活動について
・世界寺子屋運動�～カンボジアの今～
・地区ユネスコ協会の活動：

室蘭ユネスコ協会（大谷室蘭高等学校）、岩内ユネスコ協会
北海道ブロックの底力を見せつけたブロ研
　主管である札幌ユネスコ協会や高校生の活動など、それぞれの
報告の中身が濃く充実した内容であり、大変有意義な研究会と
なった。またカンボジア
事務所のクラン・バンタ
イ職員の報告には、世界
寺子屋運動に対する取り
組みに積極的な北海道ブ
ロックの会員から多くの
質問が飛び交い、盛況な
ものとなった。
（事業部：尼子　美博）

2019年も9月末から11月にかけて、全国9ブロックでブロッ
ク別ユネスコ活動研究会が行われ、熱心な議論・研修が繰り広げ
られた。世界寺子屋運動30周年を記念して、北海道、中部東、四
国で世界寺子屋運動を展開する国（アフガニスタン、カンボジア、
ミャンマー）の現地職員などが各地の活動について報告した。

2020年度からは、ブロック研究会を持続可能な形で実施して
いくために、原則1日開催として新たなスタートを切る。

ブ ロ ッ ク・ ユ ネ ス コ 活 動
研 究 会 報 告

蔓から和紙を製品化した高校生のESDの試みも紹介され、研究
会最後には、総括として「SDGs推進宣言」を読み上げられた。

（事業部：仁藤　里香）
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T O P I C S

■ 中部西ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 近畿ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 四国ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 中国ブロック・ユネスコ活動研究会

■ 九州ブロック・ユネスコ活動研究会

テーマ：地域ユネスコ協会から世界へ発信
11月9日（土）・10日（日）　石川県金沢市
主管：石川県ユネスコ協会　参加人数：約110名

［主なプログラム］
・基調講演「SDGsの行動につなげるために」永井�三岐子氏
・事例発表：

石川県ユネスコ協会、金沢西高等学校、金沢青陵大学
・ワークショップ：
提言を作ろう！「ユネスコ協会が青少年育成とSDGsを進め
ていく具体的な手立てを考える」

SDGsの実現へ向けた具体策の提言 そして青年の育成へ
　全体を通して青年主体で「参加型」を意識したプログラムと
なった。ディスカッショ
ンを通して、青年と大人
が同じテーマで提言を作
成。SDGsの実現に向け、
世代を超えて互いの気づ
きを共有しあう充実した
時間となった。
� （事業部：仁藤　里香）

教育委員会との連携によるESDの推進を通して
　市内の全27小中学校がユネスコスクールである愛媛県新居浜市。
児童による持続可能な社会の実現に向けた活動事例報告などを通
じ、講演者の近森氏は「過
去に学び遠い将来を生き
る同胞を思いながら、いま
私たちはどう生きるべき
か、どう生活するべきかを
考えられる子どもを育て
ることがESD」と述べた。
� （事業部：仁藤　里香）

テーマ：SDGsの達成に向けたESDとユネスコ活動
9月28日（土）　岡山国際交流センター
主管：岡山ユネスコ協会　参加人数：約100名

［主なプログラム］
・中国地区内ユネスコESD活動団体（個人）顕彰
・ユースによるユネスコ活動プログラム
・SDGsの達成に向けたESDとユネスコ活動について
・トークセッション、グループディスカッション

「ESD for 2030」のキックオフを岡山から
　市をあげてESDを推進してきた岡山での研究会は、2020年か
ら始まる「ESD�for�2030」の、ローカルレベルでのキックオフと
なる強いメッセージを発信しようという目的で開催された。ユー
スから大学教授、市長ま
でESDに取り組んできた
さまざまな関係者が出演
し、SDGsの達成に向けた
ESDとユネスコ活動のあ
り方について、参加者全員
で検討する会となった。
� （事業部：尼子　美博）

テーマ：持続可能な地域づくりをめざして　
10月5日（土）・6日（日）　堺市総合福祉会館
主管：大阪府ユネスコ連絡協議会　参加人数：約120名

［主なプログラム］
・パネルディスカッション
「学びあい・つながりあいから活性化へ」
・講演「平和の文化―いま」鈴木�佑司�理事長
・講演「百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録の意義」

勝真�雅之氏
・分科会
世界寺子屋運動、世界遺産・地域遺産、ユネスコ協会と学校
の連携、多文化理解・多文化共生

学びあい・つながりあいから民間ユネスコ活動の活性化へ
　分科会では、SDGsをキーワードに多くの気づきや学びを共
有。SDGsは目標であり、
それを達成するために行
動を起こすのがESDで
ある、その行動基盤には
自主性、人権尊重、文化
の相互理解が不可欠であ
る、と米田顧問から総括
があった。�
（事業部：仁藤　里香）

テーマ：持続可能な社会の実現に向けたユネスコ活動
9月28日（土）・29日（日）　リーガロイヤルホテル新居浜
主管：新居浜ユネスコ協会　参加人数：約110名

［主なプログラム］
・基調講演「ESDとユネスコスクール」近森�憲助氏
・事例発表：
泉川小学校、船木中学校、新居浜南高等学校ユネスコ部ほか
・講演と落語「『笑い』を深く理解すると平和が生まれる!」
・日ユ協連プログラム「ミャンマーにおける寺子屋活動」

テーマ：九州から広げよう ! 
持続可能なユネスコ活動と地域連携

11月9日（土）・10日（日）　福岡県久留米市
主管：久留米ユネスコ協会
参加人数：会員35名+一般参加者約100名

［主なプログラム］
・基調講演「福岡県内の世界遺産と今後の取り組み」縣

あがた
�博
ひろ
夫
お
氏

・特別講演1
「古代ローマ遺跡ポンペイ・ヘルクラネウムの研究と保護、そ
してオスティア」池口�守氏
・特別講演2
「地域を語る言葉を増やす～レゲエ楽曲制作実践の報告とビ
ジョンについて～」神

かみ
本
もと
�秀
しゅう
爾
じ
氏

福岡から世界遺産、ESD、SDGsを考える
　地域の話から世界の話まで幅広い発表が行われた。一般参加者も多く、
関心の高さが伺えた。久留米
大学でもSDGsへの取り組み
に力を入れており、今年度か
ら久留米ユネスコ協会と連
携していくとのことで、学生
が運営の手伝いに来ていた。
アットホームで充実した会と
なった。�（事業部：井上　葵）
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Open space for UNESCO activities

ユネスコ活動の広場 皆さまからのお便りをお待ちしています。

50年目になる青少年キャンプ
● 高崎ユネスコ協会（群馬県）
　高崎ユネスコ協会では、毎年夏の恒例事業として「高崎ユ
ネスコ青少年キャンプ」を開催している。今年度は8月7日

（水）から2泊3日で、倉渕わらび平森林公園で実施。47回
目を数える本事業、今年で50年目の節目を迎えた高崎ユネ
スコ協会の創立当初から続く青少年育成事業である。小学4
年生以上を対象とした歴史あるキャンプでは、自然体験や地
域遺産巡り、英語ゲーム、班名につけられた世界の国につい
て調べて発表するなど盛りだくさん。当日は地元の高崎経済
大学生もスタッフとして活躍した。

世界遺産の古墳群の魅力を体感する
エクスカーション
●堺ユネスコ協会（大阪府）
　2019年度の近畿ブロック研究会in大阪のエクスカー
ションでは、堺ユネスコ協会企画の「百

も　ず
舌鳥・古市古墳群巡

り」を実施。昨年7月に世界文化遺産登録された百舌鳥・古
市古墳群を一望する堺市役所展望ロビーからスタート。堺市
博物館では、古墳の歴史や構造、古代から近代までの堺の歩
みについて学んだ。伝仁徳陵では人工とは思えない山のよう
な偉容に古代の労力や技術を想像し、住宅地にひっそり佇む

「いたすけ古墳」では、土地開発から古墳を守った地域住民
による保存運動の名残である橋の残骸を見ることができた。
古代ロマンに思いを馳せるとともに、地域の人びとの古墳に
対する愛情にも触れる見学となった。

親子2代続く参加者も!
ユネスコ・サマーチャレンジスクール
●防府ユネスコ協会（山口県）
　2019年７月22日（月）・23日（火）に、国立山口青少年
自然の家で開催、市内の小学生42人が参加した。スクール
の目的は、自然に親しみ、社会性やたくましい実践力を養う
とともに、国際平和について学ぶこと。１日目は、いろいろ
な国の人との交流、ユネスコ学習、チャレンジハイキング、
星空観測、２日目は、茶道体験、野外炊飯でポンポラ飯づく
りなどの充実した内容。
　参加者からは、皆と協力することの大切さや、「外国人との
交流で言葉を話さなくても心が通じることを学んだ」「友だち
ができるか心配だったけど、すぐにできたのでよかった」と
いう感想も。今年度、創立70周年を迎える中で、65年の歴史
を誇る代表的な事業。親子2代での参加者も多い。時代に合っ
た内容に見直しを図りながら、今後も継続する予定だ。

地元企業と共同開催で人気コンクールに
●沖縄県ユネスコ協会（沖縄県）
　沖縄県ユネスコ協会と、かりゆしグループが共同開催して
いる第18回「おきなわの観光絵画コンクール～絵で伝えよ
う！私のまちのたからもの～」の表彰式を、11月23日（土）
に行った。このコンクールは、沖縄の観光をテーマに、特性
のある自然や歴史、郷土の価値を再認識しつつ、観光、文化
や世界遺産に対する理解を高めることを目的に開催。応募総
数4364点の中から沖縄県ユネスコ協会会長賞など各賞が
選ばれた。2013年の第12回までは沖縄県ユネスコ協会独
自で開催してきたが、観光業に携わるかりゆしグループが同
様の絵画展を開催していることがわかり、第13回から共同
で開催している。共同開催により応募数も増え、地元に根付
いた絵画展として広く愛されている。

キャンプの目玉、源流探索で「ひゃー冷たいよ」と子どもたち

南西から見た百舌鳥古墳群（堺市博物館提供）

通称「ユネスコ小学校」と呼ばれ、毎年すぐ定員に達する

沖縄県ユネスコ協会会長賞(小学校低学年の部)受賞作。
沖縄の伝統行事「ハーリー」を描いた
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活 動 報 告活 動 報 告

震災により親を亡くした小学校から高等学校までの児童、生徒
を対象とした標記奨学金事業は、今年度で9年目となる。最終奨学
生が高校を卒業する2025年度まで継続する。

（事業部：仁藤　里香）

MUFG・ユネスコ協会　東日本大震災復興育英基金

保護者からのお便り

おかげさまで１年をまた平穏に過ごすことができました。子ど

もたちは中学、高校への新たな節目を迎えました。皆さまへの

感謝を忘れず、この１年も健康に過ごせたらいいなと思いま

す。いつもありがとうございます。

奨学生からのお便り

「ユネスコ協会就学支援奨学金」は、東日本大震災によって経済
状況が悪化したご家庭の高校進学を希望する中学3年生を対象と
する、返済義務のない給付型の奨学金プログラム。奨学金は、3年
間奨学生一人ひとりのご家庭に直接お送りしている。

2020年度も宮城県気仙沼市と岩手県陸前高田市で奨学生を新
規採用する予定。子どもたちの学びを支えるために、引き続き、皆
さまからの温かいご協力をお願いいたします。

（企画部：小崎　好美）

東日本大震災子ども支援募金　ユネスコ協会就学支援奨学金

2019年9月16日（月）～18日（水）、標記プログラムの助成校
の先生35名が全国各地から参加し、被災地・気仙沼市で、東日本
大震災の教訓を活かした減災教育について学ぶ教員研修会を実施
した。

各地の学校で減災教育に携わる先生方は、気仙沼市で大きな被
害を受けた階上（はしかみ）地区の小・中学校などを訪問し、子ど
もたちや先生方との対話や授業視察、専門家による講義やワーク
ショップを通して、先進的な減災教育の実践を真剣に学んだ。
プログラムWebサイト　https://unesco.or.jp/gensai/ 

（企画部：上岡　あい）

第6回 アクサ ユネスコ協会 減災教育プログラム　教員研修会 in 気仙沼

津波で壊滅的な被害を受け 93 名の住民の方々が犠牲になった杉ノ下地
区は階上小・中学校の校区。先生方は慰霊碑で献花し、黙祷を捧げた

2019年11月30日（土）広島県福山市立大学で、標記大会（日本
ユネスコ協会連盟共催）が開催された。当連盟は初めての分科会を
開き、安田昌則理事と及川幸彦理事主導のもと「持続可能な社会づ
くりに向けて育む力」について学び合いを深めた。満席となった教
室では、約60名の参加者が「SDGsアシストプロジェクト（協力:株
式会社三菱UFJ銀行）」の実践校（小中高）による事例発表、並びに
両理事の一言一句に耳を傾けるとともに、校種別に活発な意見交換
を行い、平和のために ESDが果たす役割を再確認した。

（事業部：香渡　里沙）

第11回ユネスコスクール全国大会／ESD研究大会　分科会報告

熱心に耳を傾ける参加者たち

MSD株式会社との協働事業として、MSDの社員が講師となっ
て、「いのちと健康」をテーマに出前授業を行っている（小学5、6
年生対象）。子どもたちに生命や科学への興味を持ってほしいと、
2011年度から継続しているが、今年度よりAR（拡張現実）技術
を導入したり、光るウイルス模型ブロックを使ったりと授業が一
新され、さらに楽しく学べるようになった。今年度は、沖縄県浦添
市立前田小学校（協力:沖縄県ユネスコ協会）、三重県津市立南立
誠小学校（協力:三重県ユネスコ連絡協議会、津ユネスコ協会）、富
山県富山市立中央小学校（協力:富山ユネスコ協会）、埼玉県熊谷
市立長井小学校で実施し、各地ユネスコ協会のご協力、ご参加も
いただいた。 （事業部：井上　葵）

サイエンス・スクール

薬がどのように体を巡っているのか iPad を使って体験した
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活 動 報 告活 動 報 告

ちは、身近な素材を使っ
た や さ し い 説 明 と 音 楽
演奏、ものづくり体験を
学び大いに楽しんだ。運
動会は、大縄跳び、綱引
き、ボール送りなどたく
さ ん の 競 技 で 盛 り 上 が
り、村には賑やかな歓声
が響き渡った。

（事業部：宍戸　亮子）

ネパールの新しい寺子屋開所式典を実施
2019 年10 月16日、ネパール南部にあるチトワン郡でギタナガール

寺子屋（CLC）の開所式典が行われた。式典には、地域の人びとをはじ
め、中央政府の教育担当
官 や 地 方 選 出 の 国 会 議
員など150 人以上が出席
し、大盛況のうちに終了
した。この寺子屋は日本
の企業や団体、個人の方
のご支援によって完成し
た。皆さまのご支援に感
謝申し上げます。式典に
は支援者である成田、富
里ユネスコ協会および伊
豆ユネスコクラブの代表
者 5 名が駆けつけ、テー
プカットや日本からの支
援の思いを伝えるスピー
チを行った。
（事業部：鴨志田　智也）

全富士通労連「カンボジア寺子屋協力隊」が
やってきた

全富士通労働組合連合会による毎年恒例のスタディツアー「カン
ボジア寺子屋協力隊」26 名が現地を訪問した。メインイベントは、
同連合会が 2012 年の設立以来支援する、タトラウ寺子屋での企画

「課外授業」と「運動会」だ。課外授業では「音の伝達や音階の原理
と歌・音楽」「空気・風力の原理と風車づくり」がテーマ。子どもた

継承する「村並
保存活動」がプ
ロジェクト未来
遺産に登録され
ている。2019 年 
9 月には、ジェッ
トスターの社員 
が 、石畳自治会
の方々とともに、村並み保存活動を支える産業の ひとつ 「石畳栗」の
収穫活動を体験した。

「プロジェクト未来遺産2019」登録決定
2019 年 12 月 11 日（水）に未来遺産委員会（委員長：西村幸夫 神

戸芸術工科大学教授）が開催され、「プロジェクト未来遺産 2019」が
決定した。詳しくはホームページに掲載。

https://www.unesco.or.jp （企画部：青山　由仁子）

皆で拾った「石畳栗」を前に

技術を身につけた 9 人の修復作業員たち

完成したギタナガール寺子屋

開所式典には 150 人以上が参加した

チームエナセーブ未来プロジェクト
今年で 7 年目を迎えた「チームエナセーブ未来プロジェクト」。

ダンロップ（住友ゴム工業株式会社）とともに、100 年後の子ども
たちに地域の文化や自然を守り、継承していくことを目指す協働
事業だ。「プロジェクト未来遺産」に登録されている活動に、ダン
ロップ社員が参加し、毎年全国 8 ～ 10 ヵ所で環境保全活動を実施
している。2019 年は 8 ヵ所での活動が終了した。9 月以降は、北海
道白老町でトラストの森の保全活動、岡山県美作市で棚田の保全
活動、福岡県福岡市で和白干潟の保全活動を行った。

「StarHeritage」プログラム
ジェットスターの就航先をはじめとする、日本各地の貴重な地域

文化・自然を次世代の子どもたちに残すことを目指したプログラム。
ジェットスターの航空券をオンライン予約する際に、「未来遺産運
動」の活動に寄付を募っている。

同社就航地でもある 愛媛県の内子町では、日本の農村風景を守り

ナーガ・シンハ彫像修復プロジェクト　完了間近
世界遺産アンコール遺跡群のひとつバイヨン寺院で、ナーガ（蛇）

像とシンハ（獅子）像の彫像修復と、現地の若者を育成し、カンボ
ジア人同士の遺跡修復技術継承を目指した本プロジェクト。現在、
第 4 フェーズ（2020 年 3 月終了）が順調に進み、終盤を迎えつつあ
る。終了後は、本プロジェクトで技術を身につけた若者が経験を生
かし、引き続きアンコール遺跡群の修復現場で活躍し、次世代を育
てることが期待される。カンボジア人からカンボジア人へ、遺跡修
復技術と遺跡の価値を伝え継いでいく。 （事業部：宍戸　亮子）

未来遺産運動

世界遺産活動　from カンボジア

世界寺子屋運動　from ネパール・カンボジア

2019年8月、南インドの4つの州を中心に歴史的な豪雨と洪水
が襲った。2002年から2012年まで「ゴカック寺子屋プロジェクト」
を実施していたカルナータカ州も大きな被害を受けた。日本ユネス
コ協会連盟では、以前のパートナー団体であるベルガウム農村総合
開発協会（BIRDS）からの要請を受け、支援を決定した。BIRDSでは
浸水被害を受けた学校の生徒や寺子屋を対象に、学校備品や文房具
の支援をはじめ、浸水した寺子屋のメンテナンスを進めている。最
終的な活動結果はホームページで報告する。�（事業部：鴨志田　智也）

ボール送りでダッシュする寺子屋の子ど
も。ブッタ所長も笑顔で参加。

南インド洪水支援

ⒸNFUAJ/JST,JASA
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10 月 25 日・26 日 の 2 日 間、韓 国 ユ ネ ス
コ協会連盟の第 34 回全国大会が群山市で
行われた。韓国ユネスコ協会連盟に加盟す
る 19 協 会 約 500 名 の 会 員 が 参 加 し た。本
大会には、アジアユネスコ協会クラブ連盟

（AFUCA）加盟国にも招待状が届き、日本か

らは鈴木佑司理事長らが出席した。開会式
典の後、基調講演があり、盛大な交流会も行
われ、熱気を感じる大会となった。また、日
本と同様に招待を受けて参加した中国、ネ
パール、カザフスタン、キルギスタンの代表
者と活動の情報交換を行うとともに、来年
の AFUCA の執行委員会（改選）についての
協議も行った。 （事業部：尼子　美博）

理事会・評議員会報告
第532回理事会
11月16日（土）東京都で第532回理事会を開催した。
冒頭、佐藤美樹会長より台風などで被災された方へのお見舞い、首

里城復興ユネスコ募金への協力依頼が述べられた。続いて、協議事項
の「第531回議事要録」「会員の入会（維持会員3、個人会員3）」「『知
と平和の文化部会』の設置」「部会等（組織部会、財務部会、定款・諸規
程改定検討部会、地域代表・青年代表理事会議）からの報告」「『ユネス
コ協会就学支援奨学金』運営委員会の委員の委嘱」「首里城復興ユネス
コ募金の立ち上げ」について、それぞれ説明、質疑応答があり、全会一
致で承認された。その後、報告事項の「2019年度中間決算報告」「加藤
参与からの報告書（「経営戦略策定のための報告」）」「全国大会の総括」

「2019年8月から11月までの事業報告及び今後の日程」「後援・共催
事業」「情報セキュリティ監査報告」の説明があり、了承された。
第49回評議員会
11月16日（土）東京都で第49回評議員会を開催した。
冒頭、佐藤会長より会長就任にあたっての抱負が述べられた。続い

て、理事・評議員の紹介、評議員会の構成・評議員の役割等について
の説明の後、「2019年度以降の理事会運営に関する基本方針」「全国大
会の総括」「2019年6月～11月の事業報告及び今後の日程」「これか
らの民間ユネスコ運動のあり方と2020年度からの変更点」の報告が
あり、質疑応答が行われた。その後、構成団体会員代表・青年代表・国
内委員会委員の評議員が中心の「ブロック別情報交換会」にて、ブロッ
クごとに活発な情報交換が行われた。

鈴木理事長らも登壇し熱気あふれる大会と
なった

韓国ユネスコ協会連盟全国大会

浸水したカルナータカ州の寺子屋

新規加入維持会員のご紹介
東急建設株式会社
取締役社長　寺田　光宏
東急建設株式会社は、国連が提唱するSDGｓの実現に向け、社会資本の整
備を担うゼネコンとして、人材・社会・環境の分野で関わりの深い課題に
優先して取り組み、事業活動を通じてその解決に貢献してまいります。

株式会社東京放送ホールディングス
代表取締役社長　佐々木　卓
当社は国連の「SDGメディア・コンパクト」に加盟し、また赤坂ACTシ
アターを再生エネルギー化するなど、持続可能な社会づくりを推進する
姿勢を表明しています。平和で文化的な社会実現に貢献してまいります。

（ほか匿名1社）
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日本ユネスコ協会連盟からのお知らせ

訃報
丸田�謙二郎さん　小樽ユネスコ協会会長
2019年9月29日　80歳でご逝去
門間�孝一さん　福島県ユネスコ連絡協議会・
� 福島ユネスコ協会会長
2019年12月6日　81歳でご逝去
ご冥福をお祈り申し上げます。

「ユネスコスクール
SDGsアシストプロジェクト」助成校募集！
　日ユ協連は、三菱UFJ銀行のご協力のもと、
SDGs達成に向けた「持続可能な開発のための
教育（ESD）」を実践するユネスコスクールを
対象に、今年度も活動費用の助成を行います。
■助成金額：
　10万円枠�（50校程度）／
　30万円枠�（5校程度）
※詳しくは特設サイトまで。

みどりの絵コンクール
　三菱UFJ環境財団と日本ユネスコ協会連
盟の共催事業。第44回目となる今年も、全
国の幼稚園、小学校から応募があり、「みど
りの絵部門」では2万3307点から7点（各
学年1点）、「わたしが守りたい身近な自然部
門」では2035点から2点が最優秀賞に選ば
れました。写真は、わたしが守りたい身近な
自然部門の最優秀賞作品で、日本ユネスコ協
会連盟賞に選ばれた作品です。

首里城復興ユネスコ募金
　日ユ協連では、首里城の復興支援のための
募金を受け付けております。皆さまのご協力
をお願いします。
■銀行振込による募金
募金口座：みずほ銀行�恵比寿支店
普通�1568655
公社）日本ユネスコ協会連盟�
※同行からの振込手数料は免除となります。た
だし、総合振込扱いでのお振込みは対象外と
なります。

　日ユ協連のホームページ
から、クレジットカードによ
る募金も受け付けています。
詳しくはホームページをご
覧ください。

『男はつらいよ　お帰り　寅さん』公開中
　2019年9月8日（日）の日本ユネスコ運動
全国大会に出演された山田洋次監督。映像で教
育の本質に触れた「2019寅さんの学校論」は、
参加者の心に深く響きました。講演で紹介され
た寅さん50作目『男はつらいよ　お帰り　寅さ
ん』が、12月27日（金）から全国ロードショー
で公開。ぜひ劇場に足をお運びください。

中村哲さんに追悼の意を表します
　2019年12月４日、アフガニスタンで長
きにわたり人道支援に取り組むNGO「ペ
シャワール会」の現地代表で、医師の中村哲
先生が銃撃に遭い亡くなられました。人の
命を救うために、百の診療所をつくるより、
一本の用水路をつくると決断した中村先生
は、現地での広大な用水路整備に余生を捧
げられました。2001年のアフガニスタン空
爆により、数多くの難民が隣国パキスタン
に逃れた際、日ユ協連が集めた募金を中村
先生に託し、食料、医療支援を行いました。
最後まで現地
に寄り添い続
け、信念を貫
き通された中
村哲先生のご
急逝を悼み、
謹んでご冥福
をお祈り申し
上げます。

お知らせ

2020
1月18日 第533回理事会、第50回評議員会、新年懇親会
2月21・22日 アクサ�ユネスコ協会�減災教育プログラム�活動報告会
3月14日 第534回理事会

募集

今後の
主催事業

日程

［ウミガメと一緒に泳いだよ］
鹿児島県知名町立住吉小学校１年　武元 新太

Ⓒ2019 松竹株式会社

故�鈴木幹夫理事(当時副会長)
から「アフガニスタン難民支援
緊急募金」を手渡した


